
茅
葺

か
や
ぶ
き

屋
根
の
最
後
の
職
人 

（
増
林
） 

 

山
本 

泰
秀 

 
今
で
は
凡
そ
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
茅か

や

葺ぶ
き

屋
根
は
、
昔
か
ら
屋
根
材
と
し
て
は
最
も
入
手
し
易
い
茅
で
出
来

て
い
た
。
そ
の
歴
史
は
、
縄
文
時
代
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
の
人
類
の
営
み
の
中
心
を
支
え

て
き
た
茅
葺
屋
根
は
、
継
続
的
に
屋
根
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ス
キ
を
専
用
に
育
て
る
場
所
が

必
要
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
茅
場
と
呼
び
、
こ
の
茅
場
確
保
に
よ
り
毎
年
一
定
の
材
料
が
で
き
、
こ
れ
を
貯

め
て
お
き
、
茅
葺
替
え
に
用
い
た
。 

 

当
増
林
地
区
の
人
々
は
、
古
利
根
川
堤
外
・
元
荒
川
堤
外
に
茅
場
を
作
っ
た
り
、
ま
た
江
戸
川
縁
の
大
川

戸
・
金
杉
近
辺
か
ら
も
調
達
し
て
い
た
。
戦
後
は
、
遠
く
は
古
河
及
び
渡
良
瀬
川
上
流
か
ら
野
州
茅
と
し
て
調

達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
さ
二
尺
の
縄
を
ふ
た
丸
木

ま

る

き

と
し
て
、
一
束
一
円
八
十
銭
で
買
い
と
り
、
ト
ラ
ッ
ク

で
増
林
迄
運
搬
し
て
も
ら
っ
た
。 

 
 

当
増
林
地
区
の
勝
林
寺
は
、
寺
院
裏
手
の
古
利
根
川
河
川
敷
に
茅
場
を
有
し
て
い
た
。
又
、
明
治
十
三
年
の

勝
林
寺
寺
院
明
細
帳
に
よ
る
と
、
元
荒
川
堤
外
（
西
川
）
原
野
の
面
積
は
茅
の
地
一
反
一
畝
二
十
歩
・
秣
場

ま
ぐ
さ
ば

（
牛

馬
の
餌
）
地
一
畝
九
歩
・
葦
き
じ
（
※
１
）
六
反
五
畝
十
九
歩
と
あ
る
。
と
も
か
く
茅
場
の
面
積
が
広
く
、
毎
年

多
く
の
檀
家
の
人
々
が
刈
り
取
り
、
庫
裏
の
天
井
裏
に
格
納
し
て
お
き
、
使
用
年
度
に
下お

ろ

し
て
茅
替
え
に
使

用
し
た
。
た
だ
、
昭
和
十
二
～
三
年
頃
に
な
る
と
食
糧
増
産
の
為
、
古
利
根
川
・元
荒
川
堤
外
の
茅
場
は
、
つ
ぶ

さ
れ
た
。 

 

茅
葺
替
え
の
労
苦
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
職
人
の
顔
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
工
や

左
官
に
は
名
工
と
う
た
わ
れ
た
人
々
が
建
築
の
生
産
史
に
現
れ
て
も
、
茅
葺
き
の
名
工
と
言
う
者
は
な
い
。

そ
れ
は
、
技
の
洗
練
度
の
違
い
と
い
う
よ
り
民
衆
の
側
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
と
し
て
、
作
者
を
持
た
な
い
匿
名

性
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
工
法
で
あ
っ
た
。 

 
 

増
林
の
茅
職
人
は
古
く
は
、
鈴
木
新
次
郎
氏
が
い
た
。
こ
の
人
は
、
代
々
続
い
た
茅
職
人
で
、
そ
の
弟
子
鈴

木
益
次
郎
氏
・須
賀
牧
太
郎
氏
、
最
後
の
弟
子
に
小
管
留
吉
（
昭
和
二
年
五
月
一
日
生
）
氏
が
い
る
。
こ
の
小
管

氏
に
こ
の
頃
の
茅
葺
替
え
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
く
。
ち
な
み
に
屋
根
職
が
一
人
前
に
な

る
に
は
五
年
も
か
か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

昔
の
住
居
は
大
き
く
茂
っ
た
屋
敷
林
に
囲
ま
れ
た
茅
葺
屋
根
で
あ
っ
た
。
総
切
り
型
の
寄
棟
の
民
家
が
点

在
し
て
い
た
。
風
景
を
思
い
起
こ
す
に
、
屋
敷
林
の
樹
木
は
、
北
側
に
常
緑
樹
、
母
屋
の
上
は
落
葉
樹
、
正
面
は

オ
ー
プ
ン
に
し
て
青
空
を
バ
ッ
ク
に
暖
か
で
あ
っ
た
。
夏
は
涼
し
く
し
の
ぎ
易
く
又
、
冬
暖
か
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
屋
根
吹
き
替
え
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
。 

勝
林
寺
の
本
堂
の
屋
根
替
え
は
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
に
行
わ
れ
た
。
職
人
は
、
小
管
留
吉
氏
・
榎
本
助
左

衛
門
氏
、
大
川
戸
の
川
鍋
氏
、
備
後
の
森
泉
氏
、
武
里
の
中
村
氏
、
他
二
人
位
の
人
数
と
さ
ら
に
働
き
手
と
し

て
の
人
夫
が
数
十
人
で
十
四
～
十
五
日
程
か
か
っ
た
。
屋
根
に
足
を
踏
ん
張
る
の
で
、
藁
草
履
や
足
袋
は
三
日

で
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
束
ね
方
五
掴
み
を
一
把
と
し
て
使
用
し
た
。
寺
等
大
き
な
建
物
は
、
十
一
～
三
把
使
用
。

民
家
は
、
四
～
五
把
で
た
く
さ
ん
で
あ
っ
た
。
尤
も
、
茅
だ
け
だ
と
ず
り
落
ち
て
し
ま
う
し
、
屋
根
の
勾
配
を

付
け
る
為
、
ノ
ベ
（
藁
と
麦
わ
ら
）
を
使
用
し
た
。
耐
用
年
数
は
、
日
当
た
り
の
良
い
建
物
の
屋
根
は
三
十
年
、

建
物
の
真
裏
に
杉
の
木
や
雨
が
落
ち
苔
の
生
え
て
い
る
家
の
屋
根
で
は
二
十
年
ほ
ど
、
草
ぶ
き
屋
根
の
麦
藁

の
み
は
十
年
～
十
五
年
、
麦
藁
と
藁
を
半
分
、
半
分
ず
つ
の
使
用
で
十
八
年
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
葭あ

し

は
、
水

に
浸
し
、
掛
け
矢
で
た
た
い
た
り
、
藁
括

わ
ら
か
つ

（
※
２
）
で
つ
ぶ
し
た
り
し
、
一
丸
木
三
十
本
位
を
一
束
と
し
た
。
葭

を
切
っ
て
杉
皮
の
上
に
並
べ
て
敷
い
た
止と

め

縄な
わ

に
シ
ュ
ロ
縄
を
使
用
し
た
。
割
高
な
の
で
神
社
等
に
使
用
さ
れ
た
。

耐
用
年
数
は
十
五
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 



勝
林
寺
の
屋
根
替
え
の
時
に
は
、
須
賀
角
蔵
爺
さ
ん
、
須
賀
久
次
郎
氏
が
助
っ
人
と
し
て
せ
っ
せ
と
仕
事
の

段
取
り
良
く
手
配
な
ど
を
勝
林
寺
の
為
に
し
て
く
れ
た
。
二
人
と
も
温
厚
な
人
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭

和
四
十
三
年
七
月
、
本
堂
の
小
屋
ど
っ
か
い
（
取
り
替
え
）
に
よ
り
、
茅
葺
屋
根
は
取
り
壊
さ
れ
て
、
瓦
屋
根
に

な
っ
た
。 

 
 

庫
裏
の
屋
根
替
え
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
に
行
わ
れ
た
。
私
も
小
学
校
四
年
生
の
時
に
手
伝
だ
っ
た
記

憶
が
あ
る
。
茅
を
半
分
に
切
っ
た
そ
の
茅
の
束
を
重
ね
、
さ
ら
に
長
茅
を
葺
き
、
こ
れ
を
竹
で
押
さ
え
つ
け
な

が
ら
小
舞

こ

ま

い

（※
４
）に
結
束
す
る
。
大
体
、
一
・
五
尺
か
ら
二
尺
間
隔
で
こ
れ
を
繰
り
返
し
、
縫
竹
、
あ
る
い
は
縫

い
針
と
い
う
縄
を
通
す
事
の
で
き
る
大
き
な
針
状
の
竹
で
、
屋
根
の
上
に
い
る
者
と
下
の
者
が
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
や
り
取
り
し
つ
つ
下
地
を
縫
い
付
け
て
い
く
。 

こ
の
針
の
上
と
下
で
縄
を
組
み
替
え
る
作
業
を
私
が
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
天
井
裏
で
行
う
た
め
、

煤
が
沢
山
付
着
し
体
中
真
っ
黒
で
、
手
に
は
墨
が
こ
び
り
付
く
状
態
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
庫
裏

は
解
体
さ
れ
、
十
二
月
に
新
築
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。 

 

一
般
の
民
家
は
、
坪
数
の
大
き
な
家
で
は
、
職
人
は
四
人
位
で
一
週
間
は
か
か
っ
て
仕
事
を
し
た
。
家
主
か

ら
は
三
食
出
て
、
体
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
お
風
呂
に
入
れ
て
も
く
れ
た
。
六
月
頃
に
麦
藁
が
採

れ
る
の
で
、
盆
前
に
仕
上
げ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
作
業

に
は
大
勢
の
人
が
か
か
わ
っ
た
。 

縫
い
針
作
業
の
時
は
、
屋
根
職
人
一
人
に
一
人
、
さ
ら
に
、
助
手
が
二
人
位
付
い
た
。
茅
を
押
し
切
り
で
二

つ
に
切
る
人
、
屋
根
ま
で
茅
を
運
ぶ
人
等
々
、
一
つ
の
屋
根
替
え
に
は
、
総
勢
二
十
～
三
十
人
も
の
人
夫
と
い

う
大
勢
の
人
達
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
家
主
が
出
す
三
食
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
作
ら
れ
た
物
で
あ
っ
た
。
当

時
の
農
村
の
台
所
は
、
太
古
の
時
代
の
遺
構
の
面
影
を
残
し
て
い
た
。
床
下
の
土
間
と
床
上
の
生
活
空
間
と

が
分
離
し
た
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
火
と
水
を
取
り
扱
う
場
所
が
他
の
生
活
場
と
分
離
さ
れ
て
い
た

の
は
、
生
活
防
衛
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
土
間
の
中
央
に
は
炊
飯
用
の
大
竃
、
煮
物
な
ど
の

お
か
ず
類
を
作
る
竈
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
煙
突
の
無
い
炊
事
場
は
焚
火
で
い
ぶ
さ
れ
、
火
の
粉
が
飛
び
交
い
、

ほ
こ
り
と
煤
で
空
気
が
汚
れ
て
、
台
所
仕
事
を
す
る
主
婦
に
と
っ
て
は
、
戦
場
で
さ
え
あ
っ
た
。 

 
 

昭
和
三
十
五
年
以
後
は
、
屋
根
替
え
の
仕
事
が
無
く
な
っ
て
来
た
と
小
管
留
吉
氏
の
話
に
あ
る
よ
う
に
家

庭
生
活
に
大
き
な
変
化
が
表
れ
て
き
た
。
増
林
で
の
昭
和
三
十
六
年
七
月
に
島
根
屋
商
店
の
プ
ロ
パ
ン
の
販

売
開
始
、
続
い
て
越
谷
農
協
が
三
十
八
年
四
月
に
、
石
川
商
店
が
三
十
八
年
十
二
月
相
次
い
で
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
販
売
を
開
始
し
た
。
ガ
ス
の
普
及
と
同
時
期
、
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
四
日
に
当
地
区
各
家
庭
に
水
道

も
ひ
か
れ
た
。
従
来
の
台
所
の
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
変
え
た
プ
ロ
パ
ン
と
水
道
。
従
来
と
異
な
る
利
便
性
が

家
庭
生
活
全
般
に
お
よ
び
、
著
し
く
住
環
境
ま
で
も
変
え
て
い
っ
た
。
当
地
区
で
も
、
い
ず
こ
の
家
も
建
て
替

え
、
新
築
さ
れ
て
き
た
。 

近
年
、
瓦
屋
根
さ
え
、
ガ
リ
バ
リ
ュ
ウ
ム
と
言
う
よ
う
な
軽
く
、
長
持
ち
す
る
素
材
の
屋
根
に
と
っ
て
代
わ

り
つ
つ
あ
る
。
完
全
に
茅
葺
屋
根
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

 

※
１
．
葦
だ
け
が
生
え
て
い
る
所
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。 

※
２
．
藁
を
束
ね
て
結
束
し
た
も
の
。 

※
３
．
糸
が
ぬ
け
な
い
様
に
（ほ
ぐ
れ
な
い
様
に
・・・・）作
る
小
さ
な
こ
ぶ
。 

※
４
．
細
い
竹
の
こ
と
を
さ
す
。 
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